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ありがとう 	 おはよう 

あいさつを手話でしませんか。 

暴 

喫勢 

1 

長
橋
小
学
校
（
工藤
明
校
長
）
で
、児

童
の
学
び
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
手
話

ク
ラ
ブ
が
新
設
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
 

手
話
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た
の
は
、
四

年
か
ら
六
年
ま
で
の
児
童
八
人
。
市
福

祉
事
務
所
で
は
、
学
校
か
ら
の
要
望
に

応
え
て
五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
e
K
村

と
み
さ
ん
と
市
の
手
話
通
訳
者
、
工
藤

芳
子
さ
ん
を
講
師
に
派
遣
し
ま
し
た
。
 

児
童
ら
は
大
村
さ
ん
の
手
話
の
指
導
を

真
剣
な
表
情
で
学
び
、
講
習
終
了
後
に

は

「あ
い
さ
つ
な
ど
が
学
べ
て
楽
し
か

つ
た
。
難
し
い
と
思

っ
た
け
ど意
外
と

簡
単
だ

つ
た
」
と
感
想
を
述
べ
、「将
来

は
看
護
婦
に
な

つ
て
耳
の
不
自
由
な
人

と
自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
 

と
思
い
を
は
せ
る
児
童
も
い
ま
し
た
。
 

将来は看護婦さんに 
なって耳の不自由な 

人と自由に話せる 

ようになりたい 
一長橋小学校手話クラブを結成一 
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働
く
仲

間
の
交
流
の

場
 
未

来
の
あ
な
た
ヘ
 

サ
ン
・
ビレ
ッ
ジ
五
所
川
原
 
緑

の
風
を
送
り
ま
す
 

五
所
川
原
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
開
館
 

五
所川
原
市民
植
樹
祭
 

勤
労
者
の
福
祉
の
充
実
を
目
的
に
建

設
さ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ

ー
 

シ
ョ
ン
施
設
 
「サ
ン

・
ビ
レ
ッ
ジ
五
所

川
原
」
 
（
市内
唐
笠
柳
字
藤
巻
五
〇
七
 

ー
六
）
が
五
月
二
十
八
日
に
開
館
し
ま

し
た
。
 

五
月
二
十
四
日
、
開
館
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
開
館
式
で
は
、
関
係
者
が
多

数
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
落

成
を
祝
っ
た
後
、
施
設
見
学

・
祝
賀
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

建
物
の
構
造
は
、
鉄
骨
造
り
の
平
屋

建
て
で
敷
地
面
積
約
三
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
延
床
面
積
約
七
百
五
十
六
平
方
メ
 

ー
ト
ル
で
、
総
事
業
費
は
二
億
二
千
百

六
十
四
万
三
千
円
。
敷
地
及
び
駐
車
場
 

等
の
整
備
を
市
が
、
建
物
を
雇
用
促
進

事
業
団
（
七
瀬
時
雄
理
事
長
）
が
建
設
し

て
お
り
柔
道
場
、
多
目
的
ァ
リ
ー
ナ
で

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の

他
、
多
様
な
利
用
が
出
来
ま
す
。
 

明
日
へ
の
仕
事
の
活
力
の
場
、
交
流

の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
 
利
用
時
間
、
利
用
料
金
等
に
つ
い

て
は
、
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
五
月
十
五

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ッ
施
設
 

T
E
」
（3
3)
0
1
2
1
 

五
月
二
十
二
日
、
堺
野
沢
た
め
池
で

五
所
川
原
市
民
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
成

田
市
長
、
村
尾
慎
一
郎
津
軽
森
林
管
理

署
金
木
支
署
長
を
は
じ
め
、
 一
般
参
加

者
、
長
橋
小
学
校
（
工
藤
明
校
長
）
の

緑
の
少
年
団
な
ど
百
六
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
 

山
桜
八
十
本
を
遊
歩
道
脇
に
植
え
な
が

ら
、
参
加
者
は
岩
木
山
を
展
望
で
き
る

木
の
橋
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
堺
野
沢
た

め
池
を
散
策
す
る
な
ど
緑
に
親
し
ん
だ

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
今
回
の
植
樹
祭
に
対
し
助
小
原

流
五
所
川
原
支
部

（斉
藤
光
麗
支
部
長
）
 

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
十
万
円
で
、
山
桜
の
 

一
部
を
植
栽
い
た
し
ま
し
た
。
あ

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

り
が
 

市制施行 45 周年記念 第10回 
青森県スポーツ立県宣言記念 

6 月27日（司 小雨決行 
8H寺15分～ 9 時 ーゼッケン配布 
9 日寺～ 9 日寺20分（9時30分スタート） 

◇種 目 ①フリ- 1.5km 
（大会ゲストと一緒に走ろう） 

②小学校男子5年生・（③6年生 1 . 5km 
④小学校女子5年生・⑤6年生 1 . 5km 
⑥中学校男子・⑦女子 3.0km 
⑧高校生以上39歳までトの男子 4.0km 
⑨高校生以上39歳まで・の女子 4.0km 

（⑩ 40歳以上の男子 4.0km 
(1①）40歳」ノ】夫上の女子一 3.0km 

◇表 彰 （1）各種目別（フリーを除く）の入
賞者は 3 位まて冬とし、賞状、メダル
を」受与一します。ただし、小学生・中
学生は 6 位まで入賞とし、 3 位ま
で賞オ犬とメダル、 6 位まで賞1犬を
授与します。 

(2）参加者全員に記念品を進呈します。 
（閉会式糸冬了後、ゼッケンナンノぐー 

と弓~き替えに差し上げます。） 
◇おたのしみ抽選会 

ゼッケンナンバーによる抽選で豪華景品な 

虫お＜り健康マラソン大会 
（大会ゲストと一緒に走ろう） 

どが当たる抽選会を行います。 
◇参加料 無半斗 
ぐ＞参加資格 小学生以上の児童、中・高校生、 一舟受
◇申込締切 6 月17日（木） 

ただし、定員800名になり次第締め切ります。 
◇申込方法 

所定の申込書（コピーでも可） に必要事項
を記入の上、 お申し込みください。 

◇注意事項 
(1）参加者は健康であり、所定の距離を完走
できる自信があること。 

(2）小・中学生についてーは、保護者の承諾書
を添えて申し込みくださいくフ 

(3）競技中の事故については、応急処置を行
います。 また、主催者が保険米斗を負担して
参加者全員をスポーツ障害保険に加入させ
ますが、 それ」こよ上の責任は負いかねますの
で十分注意してください。 

(4）年齢の基準は、大会当日の満年齢です。 
(5 ）開会式及び閉会式には必ず、参加。 

市教育委員会 スポーツ健康課 

内線 56l FAX(34) 3 1 92 

●
 ◇

 

期
受
開
種
 

会
 

日
付
式
目
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今後は、立倭武多「鬼が来た」 
にも挑戦するという和島さん、こ
れからも頑張ってください。 

ロ
誌
皿
染い
め
で
産
業
活
性
化

を
 

）
飯
詰
の
和
島

さ
ん
が
 

、

J
「
『

“

目
ー
「
ー

ノ
．
ノ
 

)；
「
古
の
藍

（
い
に山
え
の
あ
い
）
フ
ラ
ン
憾
製
作

、
 

市
立
西

北
中
央

病
院
 

年
金
資
金
を
活
用
レ

医
療
機
器
を
充
実
 

西
北
中
央
病
院
で
は
、
西
北
五
地
区

の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
充
実
す

る
た
め
、
平
成
十
年
度
に
厚
生
年
金
、
 

国
民
年
金
積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
医

療
機
械
器
具

（二
品
 
一
億
七
千
八
百

六
十
五
万
七
千
円
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
 

（
善
意
の
花
か
ご
）
 

⑨
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
N
T
T
弘
前
演
劇
サ
ー
ク
ル
「
ば
っけ
の
会
」
（川
崎
肇
代
表
）
廿
慰
問

（
十六
 

名
に
よ
る
演
劇
）
、寄
贈
（
お
菓
子
六
十
箱
）
。
 

＠
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
匿
名
希
望
廿
百

万
円
。
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
エ
藤
石
材
商
会
（
工
藤
兼
光
社
長
）
廿
五
万
円
。
 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
・2
」
ざい
ま
し
た

ー
 

「故人と・ら負欧 L i飛 
査ん、,飛嶋‘ざさ幾の！
回立倭武多もこ酬月i琶も、 毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

〇
陸
奥
高
圧
ガ
ス
株
式
会
社
（
塩
出

尚
右
代
表
取
締
役
社
長
）
廿
一
一
万

二
千
五
百
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
長
津
京
子
さ
ん

（市
内
小
曲
字
板

橋
一
〇
）
廿
寄
贈
（
お
し
ぼ
り
タ

オ
ル
四
百
八
十
本
）
 

※
交
通
安
全
活
動
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

〇
飛
嶋
忠
春
さ
ん

（
市
内み
ど
り
町

三
丁
目
一
四
六
）
廿
百
万
円
。
 

（平成11年 5 月20日現在） 

交通安全は家庭から

交通事故概況 

( ）内は、前年対比 

青森県内 五所川原警察署管内 

発
 
生
  

2,956 

(+ 62) 

143 

(+ 18) 

死
 
者
  

3
 
5
  

一
 

 

2 

H 1) 

傷
 
者
  

3,591 

(+ 109) 

179 

(+ 27) 

運転はゆったりノ、ートにしっかりベルト 

市
内
飯
詰
に
お
住
ま
い
の
、
和
島
秀

子
さ
ん
が
本
格
的
な
藍
染
め
に
挑
ん
で

い
ま
す
。
 

藍
染
め
を
始
め
て
七
年
目
、
自
宅
の

車
庫
を
改
造
し
た
工
房
で
ス
カ
ー
フ
、
 

幕
、
T
シ
ャ
ツ
な
ど
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん

な
物
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
製

作
過
程
は
染
め
る
、
の
り
う
ち
、
乾
か

し
の
繰
り
返
し
で
ー
つ
の
作
品
が
完
成
 
 

す
る
ま
で
に
は
、
最
低
で
も
十
五
日
間

は
か
か
り
ま
す
。
 

「生
き
て
い
る
藍
を
使
う
か
ら
、
手

間
は
掛
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
繊
維
の

一
本
一
本
ま
で
し
み
こ
ん
だ
藍
は
、
化

学
薬
品
を
使
っ
て
は
出
な
い
、
本
物
の

色
に
染
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
自
分
の
人

生
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、
私
の
藍

の
色
を
見
て
、
他
の
人
が
励
ま
さ
れ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
」
 
と
語る
和
島
さ
ん
は

五
所
川
原
に
本
物
の
藍
染
め
を
定
着
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
 

一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
人
達
が
楽
し
み

な
が
ら
収
入
も
得
ら
れ
る
、
憩
い
の
場

と
し
て
藍
染
め
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
0
 

そ
ん
な
和
島
さ
ん
に
成
田
市
長
も
「
若

い
人
達
に
技
術
を
教
え
て
ほ
し
い
。
「
」
 

う
い
う
試
み
は
、
新
し
い
産
業
育
成
に

大
い
に
助
か
り
ま
す
」
 
と
エー
ル
を
送

っ
て
い
ま
す
。
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× 
ノ 

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

県支出金

分担金・負担金

諸収入

地方譲与税他 

民生費

土木費

総務費

衛生費

教育費

公債費 

農林水産業費 

消防費

商工費他 

歳 

出 

ー ◇平成10年度特別会計歳入’歳出予算の状況（単位千円％) 
会 計 区 分 予算現在額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定特別会計 4,588,505 3,206,905 69.9 3,784,799 82.5 

老人保健特別会計 3,821,311 3,379,625 88.4 3,535,027 92.5 

高等看護学院特別会計 79,126 7,450 9.4 70,023 88.5 

下水道事業特別会計 2,012,182 369,812 18.4 1,434,000 71.3 

農業集落排水事業特別会計 55,930 8,360 14.9 52,836 94.5 

公共用地先行取得事業特別会計 302,547 0 0.0 302,046 99.8 

◇平成H年度特別会計予算 	
（単位】千円、％ ) 

区 	 分 
歳 	入（収入） 歳 	出（支出） 

平成H年度 平成10年度 増 減 増減率 平成n年度 平成旧年度 増 減 増減率 

特
 
別
  

Aム
 
計
 

国民健康保険事業勘定 4,550,261 4,352,058 198,203 4.6 4,550,261 4,352,058 198,203 46 

老 	人 	保 	健 3,913,849 3,409,440 504,409 14.8 3,913,849 3,409,440 504,409 14.8 

高 等 看護 学 院 76,494 82,292 A5,798 A7.0 76,494 82,292 A5,798 A7.0 

下 水 道 事 業 1,748,096 1,640,434 107,662 66 1,748,096 1,640,434 107,662 66 

農業集落排水事業 59,292 55,883 3,409 6.1 59,292 55,883 3,409 6.1 

公共用地先行取得事業 41,443 302,547 ▲261,104 ▲86.3 41,443 302,547 ▲261,104 ▲86.3 

合 	計 10,389,435 9,842,654 546,781 56 10,389,435 9,842,654 546,781 56 

◇市有財産の状況 
（平成11年3月31日現在） 

土 	 地 3,911,781.29 	IT1' 

うち山林 373,533.00 	iii' 

建 	 物 235,376.12 	ni' 

有 	価 	証 	券 316,652 千円 

出 資 に よ る 権 利 118,267 千円 

自 	動 	車 147 	台 

債 	 権 0 千円 

五所川原市土地開発基金 490,060 千円 

五所川原市財政調整基金 27,185 千円 

五所」~源市特別導入事業基金 354 千円 

国民健康保険財政調整基金 177,172 千円 

五所川原市減債基金 9,629 千円 

五所Il源市ふるさと創生基金 125,878 千円 

五所川原市地域福祉基金 341,079 千円 

五所川原市美術館建設基金 73,384 千円 

動 	 物（牛） 39 	頭 

―時借入金残高 
（平成11年3月31日現在） 

0千円 

◇平成10年度一般会計歳入歳出予算執行状況（平成11年3月31日現在） 

歳入歳出予算額209億2070万4千円（平成9年度繰越分9701万6千円含む） 

6 958 389 
73 253 

4,387 .924 
4,436,782 

3,423,129 
2,482,083 

2,1日7.900 
66,200

ー

＋ 
1,241,328 

~ 639,585 
596,755 

~ 513,898 
	

麟予算額
514,964 

	 1,568,551 
	 収入済額 

1,459,657 
	

I 	 

収入済額 17, 256, 985千円 収入率 825% 

雄
難
繊
麟
題
麟
灘
議
舞
鵬
難
署
撃
麟
縄
緋
響
縄
離
議
熱
舞
麟
繊
舞
需
響
誉
麟
嘩
鎌
舞
馨
舞
蕪
議
蕪
簿
ミ
一
 

一
 

 

1 一
8
  

4,637,33 

4 267 590 
2 526 975 

2,216,783 

~ 
2,063,596 

‘ 	」 
2,184,753 

1,864,967 

2,034,011 
1 

2,031,097 
2,002,358 

「 

588,396 
1,038,543 

■ 予算額

二一支出済額 

- 8【 
8ニ 

'9,452 
‘2,216 

1,306,101 
906,411 コ 

支出済額 17, 035, 968千円 収入率 81.4% 

五所川原市役所 ft35-2111 
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◇市税の負担状況 
( ）は収入済額と収入率 

◇市債の状況 
( ）は構成率 

公営企業金融公庫 

姦 'i 
5,226,345千 

(23,8%) 

9.2 10.366干円 

(42.2%) 

青 	森 	県 249 835千円（11%) 

青森銀行 

3,251.786千円 

(149%) 

郵 政 省 
21,836,496千円 

3 242 734干円 

(14 9%) 

4,387,924千円 

(4,436,782干円 101.1%) 

(1,831,810干円 

1008%) 

(2.046,506干円 

100 2%) 

軽自動車税他 
65.410千円 

(68,008千円 104.0%) 

たばこ税 
385,551干， 

(378日‘(0干円 

106.5%) 

教 育 債 

4,158,959干円 

(19 0%) 

  

総 務 債 

2,209,586干円 

(101%) 21.836.496+利議41'1 

 

  

衛 生 債 

2.193.391千円 

(100%) 

災害復旧債他 
409,230干円 （1.9%) 

消 防 債 377.480干円（1.7%) 
＼ 農林水産業債 1.096.459干円（51%) 

民 	生 	債 526,719干円（2.4%) 

◇平成11年度五所川原市一般会計予算◇ 
1単位 千円 ％I 

歳 入 歳 出 

区 	分 11年度 構成比 10年度 構成比 増減額 増減率 区 分 11年度 構成比 10年度 構成比 増減額 増減率 

1市 	 税 4,482 ,635 21.8 4,381 ,561 22.2 101,074 2.3 1議 会 費 226 ,523 1.1 224 ,975 1.1 1,548 0.7 

2地方譲与税 160 ,000 0.8 159 ,000 0.8 1,000 0.6 2総 務 費 2,226 ,789 10.8 2,093 ,993 10.6 132 ,796 6.3 

3利子割交付金 38 ,000 0.2 40 ,000 0.2 A2,000 ▲5 .0 3民 生 費 5,134 ,974 24.9 4,796 ,099 24.3 338 ,875 7.1 

4地方消費税交付金 400 ,000 1.9 482 ,760 2.4 ▲82,760 A17.1 4衛 生 費 2,147 ,978 10.4 2,080 ,049 10.5 67 ,929 3.3 

5特別地方消費税交付金 15 ,000 0.1 16 ,000 0.1 ▲1,000 ▲6.3 5労 働 費 169 ,769 0.8 154 ,329 0.8 15 ,440 10.0 

6自動車取得税交付金 100 ,000 0.5 105 ,000 05 AS, 000 A4 .8 6農林水産業費 914 ,156 4.5 996 ,476 5.0 ▲82 ,320 A8 .3 

7地方特例交付金 120 ,000 a6 a0 120,000 皆増 7商 工 費 564 ,533 乙7 468 ,006 2.4 96 ,527 20.6 

8地方交付税 7,080 ,000 34.4 6,782 ,000 34.3 298,000 4,4 8土 木 費 3,837 ,626 18.6 4,055 ,901 20.5 ▲218 ,275 ▲5.4 

9交通安全対策特別交付金 11 ,982 0.1 12 ,065 a1 ▲83 A0 .7 9消 防 費 1,022 ,235 5.0 822 ,888 4.2 199 ,347 24.2 

10分担金及び負担金 641 ,587 3.1 586 ,682 3.0 54,905 9.4 10教 育 費 2,061 ,207 10.0 1,957 ,354 9.9 103 ,853 5.3 

11使用料及び手数料 262 ,614 1.3 281 ,305 1.4 A18,691 ▲6.6 11災害復 I日 費 66 ,877 0.3 46 ,833 0.2 20 ,044 42.8 

12国庫支出 金 2,964 ,797 14.4 2,849 ,369 14.4 115,428 4.1 12公 債 費 2,195 ,333 10.7 2,031 ,097 10.3 164 ,236 8.1 

13県 支 出 金 1,096 ,001 5.3 1,251 ,891 6.3 A155,890 Al2.5 13諸 支 出 金 12 ,000 0.1 12 ,000 0.1 0 0D 

14財 産 収 入 222 ,965 1.1 262 ,306 L3 ▲39,341 ▲15.0 14予 備 費 10 ,000 0.1 10 ,000 0.1 0 0.0 

15寄 	附 	金 1 0.0 4,500 0.0 A4,499 皆減 

16繰 	入 	金 133 ,449 0.6 61 ,825 0.3 71,624 115.8 

17繰 	越 	金 50 ,000 0.2 70 ,000 0.4 ▲20,000 ▲28 .6 

18諸 	収 	人 519 ,269 2.5 497 ,836 乙6 21,433 4.3 

19市 	 債 2,291 ,700 11.1 1,905 ,900 9.7 385,800 20.2 

歳 入 合 計 20,590 ,000 100.0 19,750 ,000 100.0 840,000 4.3 歳 出 合 計 20,590 ,000 100.0 19,750 ,000 100.0 840 ,000 4.3 

都市計画税 107.924千円（111.658千円 103.5%) 

 

青森市町村振興協会他 655,430干円（3.0%) 

   

   

くらしに役立つ 
積立金の還元融資 

皆さんが加入している郵便局の簡易保険積立金は、加

入者に支払われるまでの間に公共施設の整備資金として

市に還元融資され、地域社会の発展と住民の福祉向上に

役立っています。 

市では平成10年度に次のとおり融資を受けています。 

5 平成11年 6 月 1日 
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②⑦⑧
保 ⑨ 

	〈連載第7回〉 

鳳険料と管⑩納め方 
閲歳以上⑩乞能翻歳か覇鰯郎縮とで腰鳳なり宮す 

保険料は、65歳以上（第1号被保険者）, 40歳以上64歳未満（第 2 号被保険者）により違いが

あり、また、加入している医療保険制度によっても異ってきます。 

【 65歳以上の方の保険料】 
高齢者の方々にも、原則として全ての方に所得に応じた保険料を負担してい

ただくことになります。 

●市町村のサービスの水準と保険料の基準額 

高齢者の保険料は、住んでいる市町村のサービス水準に応じたものになりま

す。 施設やホームヘルパーなどが多く、サービスが充実している市町村では保

険料は高くなります。 反対にサービスが少ない市町村では、保険料は低くなり 
~ 	 ます。 

●保険料の納め方 

老齢・退職年金が月額15,000円以上の方は、年金から天引きされることにな

ります。年金額が月額15,000円に満たない方、並びに年金を受給されていない

方は、市が発送する保険料納入通知書により、個別に市へ納めていただくことに

なります。 

65歳以上の方の月額保険料は所得に応じて、次のような 5段階に分かれます。 

軽 減 さ れ る 方 基準額を支払う方 割り増しの保険料を支払う方 

生活保護の受給者、 

老齢福祉年金受給者 

（住民税世帯非課税） 

世帯全員が’ 

住民税非課税 

本人が 

住民税非課税 
本人が住民税課税で合計
所得金額250万円未満 

本人が住民税課税で合計
所得金額250万円以上 

基準額×ロ．5 基準額×0.75 基準額×1.0 基準額×1.25 基準額×1.5 

※上記の段階の保険料だと生活保護が必要になる方は、保護を必要としなくなる段階まで軽減 

されます。 

チエツク7 
保険料基準額については、平成12年 3 月市議会で決められることになります。 

（市介護保険条例） 

[4ロ歳から64歳までの方の保険料】 
医療保険の保険料として、一括で徴収され

ます。保険料の計算の仕方や額は、加入して

いる医療保険により異なります。 

●健康保険に加入している方 

・保険料は給料に応じて異なります。 

・保険料の半分は事業主が負担します。 

・サラリーマンの妻などの被扶養者の分は、 

各健康保険の被保険者が皆で分担してくれ

るので、新たに保険料を納める必要はあり

ません。 

●国民健康保険に加入している場合 

・保険料は所得や資産等に応じて異なります。 

・保険料と同額の国庫負担があります。 

・世帯主が、世帯員の分も負担します。 

※国民健康保険の場合、 

国保税として課せられます。 

次回は、「介護保険Q&A」 として、介護保険について更に詳しくお答えしていきます。 

問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 

五所川原市役所 容35-2111 
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7 平成11年 6 月1日 五所川原市役所 公35-2111 

今
年
5
月
6
日
か
ら
、
人
権
擁
護
委

員
が
青
森
地
方
法
務局
五
所
川
原
支
局

に
常
駐
し
、
人
権
問
題
等
で
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
 
1
0時
ー
1
7時
 

（
祝
祭
日
を
除く
）
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
総

務
係
（
市
内
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一
）
 

◇
相
談
内
容
 
親
子
・
夫
婦
等
の
家
族

関
係
、
子
ど
も
の
い
じ
め
・
体
罰
、
 

土
地
や
騒
音
等
の
近
隣関
係
、
相
続
 

・

遺
m
l
『等
の
財
産
問
題等
 

一
平
成1
1年
度
 

青
森
県
警
察
官
採
用
案
内
 

青
森
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
 

公

0
1
7
7
(2
3)
42
1
1
 

◇
受
験
資
格
 

・
警
察
官
A

（男
性
・
女
性）
 

昭
和
4
5年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3年
 

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
 

（
短期
大
学
を
除
く
）
卒
業
者ま
た
は

平
成
1
2年
3
月
3
1日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者
。
 

・

警
察
官
B

（男
性
・
女
性）
 

昭
和
4
5年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
7年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
 

警
察
官
A
の
受
験
資
格
を
有
す
る
者

を
除
く
。
 

※
そ
の
他
、身
体
検
査
基
準
も
あ
り
ま

す
の
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
期
間
 

・

警
察
官
A
 
6
月
2
5日
国
ま
で
 

・

警
察
官
B
 

8
月
1
6日
囲

1
9
月
3
日
国
ま
で

※
申
込
書
は
、
警
察
官
A
は
配
布
中
、
 

警
察
官
B
は
7
月
1
4日
困
か
ら
と
な

り
ま
す
。
 

◇
第
1
次
試
験
 

・

警
察
官
A
 
7
月
1
1日
回
 

・

警
察
官
B
 
9
月
2
6日
⑧
 

◇
受
験
申
込
書
の
主
な
配
布
場
所
 

青
森
県
警
察
本
部
、県
内
各
警
察
署
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
 

お
気
軽
に
ご相
談
く
だ
さ
い
。
 

・

閉
じ
こ
も
る
 

・

夜
眠
れ
な
い
 

・

家
族
や
職
場
の
人間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
な
い
な
ど
 

［
一
般
精
神
保
健

福
祉

相
談

］
 

●

6
月
1
5日
因
 
1
3時
ー
1
4時
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

知
っ
て
く
だ
さ
い
 

児
童
手
当
 

市
民
課
 内

線

2
2
0
・
2
2
ー
 

、
 

、
 

国
民
年
金
種
別
 

変
更
届
を
忘
れ
ず
に
 

国
保
年
金
課
 

国
民
年
金
係

内
線

2
1
1
1
2
1
3
 

国
民
年
金
は
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の

全
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
第
1
号
被

保
険
者
、
第
2
号
被
保
険
者
、
第
3
号

被
保
険
者
の
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

●

第
1
号
被
保
険
者
 

自
営
業
者
や
農
林
漁
業
者
と
そ
の
家
 

族
、
2
0歳
以
上
の
学
生
等
 

●

第
2
号
被
保
険
者
 

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
 

い
る
者
 

●

第
3
号
被
保
険
者
 
 

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
 

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
退職
な
ど

で
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は

そ
の
都
度
種
別
変
更
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

特
に
、
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

第
3
号
被
保
険
者
の
方
は
届
出
が
遅
れ

ま
す
と
、
2
年
以
上
前
の
期
間
に
つ
い

て
は
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険

料
納
付
済
期
間
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

次
の
物
を
持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
き
ま
す
と
、国
民
年
金
は
も
と
よ

り
厚
生
年
金
も
受
給
で
き
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
物
 年
金
手
帳
、
資
格
取

得
（
喪
失
）
証
明
書
、
印
鑑
 

⑥
児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
 

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
家

庭
の
生
活
の
安定
と
、
次
代
を
に
な
う

児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
3
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
平
成
1
1年
6
月
か
ら
所
得

制
限
の
限
度
額
が
緩
和
さ
れ
特
に
多
子
 
 世

帯
に
配
慮
さ
れ
た
限
度
額
に
改
正
さ

れ
る
予
定
で
す
。
 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

方
で
前
年
の
所
得
が
一
定額
未
満
の
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

●

児
童
手
当
支
給
額
（
月
額
）
 

第
1
・
2
子
 
各
5
0
0
0
円

第
3
子
以
降
 
1
0
0
0
0円

詳
し
く
は
市
民
課
窓
口
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

＠
児
童
手
当
「
現
況
届
」
 

の
提
出
に
つ
いて

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
へ
 
「児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況

届
」
 
の用
紙
を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
 

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 こ
の
 
「現

況
届
」
は
平
成
1
1年
6
月
1
日
現
在
の

養
育
状
況
及
び
所
得
の
状
況
等
を
確
認

す
る
た
め
必
要
な
届
け
出
で
す
。
 

な
お
、
期
間
内
に
提
出
さ
れ
な
い
と

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
6
月
以
降
の
支

払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

提
出
期
間
 

6
月
1
日
因

1
6
月
3
0日
困
 

受
給
者
が
平
成
1
1年
1
月
1
日
に
、
 

他
の
市
区
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た

場
合
は
、
平
成
1
1年
度
分
の
所
得
に
か

か
る
前
住
所
地
で
の
 
「児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

前
住
所
地
の
役
場
等
へ早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
 

『nf⑥mlati⑥n 



平成lI年 6 月 1日 8 五所川原市役所 容35-2111 

オルテンシア 6月の催し物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL (33)2111 

日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

 

3
  

木
  

梅沢武生劇団 

梅沢富美男魅力のすべて 

14:00 
18:30 

全席指定 

6,000円 

12 土
  

第33回五所川原合唱団 

定期演奏会 
18:30 

前売 	800円 

（小・中） 400円
当日 1,000円 

（小・中） 500円 

20 日
  

木造高校吹奏楽部 

第16回定期演奏会 
15:00 500円 

26 土
  

トランシルヴアニア室内管弦楽団 

五所川原公演 
18:30 

前売 3,000円
当日 4,000円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

9 水 青森県子育てメイト研修会 13:30 

11 金 アカネバレエ教室発表会 19:00 

19 土
  

懐かしの 

フオークコンサ―ト 
19:00 

前売 	800円 

当日 	900円 

平成11年度 市税の納期限 

納税者のみなさまへ 

お手元の納付書を確認し、期限内に 

納めましょう。 

市 税 の 種 類 納 期 限 

市（県）民税第 1期 6 月 30日切り 

固定資産税第 2期 

国民健康保険税第 1期 
8 月 	2 	日（月） 

市（県）民税第 2期 
8 月31日（火） 

国民健康保険税第 2期 

9 月30日休） 
間定資産税第 3期 

国民健康保険税第 3期 

市（県）民税第 3期 
11月 	I 	日（月） 

国民健康保険税第 4期 

固定資産税第 4期 
11月30 日（火） 

国民健康保険税第 5期 

市（県）民税第 4期 

国民健康保険税第 6期 
12月28 日（火） 

広
報
ご
し
よ
が
わ
ら
 

綴
り

込
み

フ
ァ

イ
ル
 

を
ご

利
用
く
だ

さ
い
 

3
年
分
の
広
報
を
綴
り
込
み
出
来
る

フ
ァ
イ
ル
を
、広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
6
 

月
1
日
号
と
一
緒
に
配布
い
た
し
ま
す
。
 

市
の
窓
口
業
務
案
内
等
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

は
る
に
れ
団
地
 

分
譲
住
宅
等
の
 

継
続
募
集
に
つ
い
て
 

建
築
住
宅
課
 
内
線

3
3
0
 

◇
募
集
戸
数
 
は
る
に
れ
団
地
2
9一戸
 

◇
募
集
期
間
 
随
時
 

◇
選
考
方
法
 
申
込
書
を
審
査
の
う
え
 

先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。
 

◇
申
込
受
付
場
所
 

市
役
所
建
築
住
宅
課
 

◇
申
込
資
格
等
の
間
い
合
わ
せ
先
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
 
分
譲
担
当
 

T
E
」
0
1
7
7
(2
3)
1
6
2
7
 

平
成
1
1年
度
 

危
険
物
安
全
週
間
 

ー
危
険

物
 
一

手
先

読
む
 

碓
か

な
点
検
ー
 

6
月
6
日
回
か
ら
6
月
1
2日
田
ま
で

の
期
間
、
危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油

等
）
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
図
 
 

る
こ
と
を
目
的
に
、
 「
危
険物
安
全
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

危
険
物
に
か
か
る
火
災
、
油
漏
れ
等

の
事
故
の
原
因
は
、
そ
の
多
く
は
取
扱

者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
危
険

物
は
正
し
く
取
り
扱
い
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

働
く
婦
人
の
家
主
催

講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

合
（
3
5)
8
8
9

8
 

〈男
の
料
理
教
室
〉
 

ー
山
菜

を
使
っ

た
酒
の

肴
ー
 

●

6
月
1
6日
困
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
釦
分

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 

〈
気功
教
室

（太
極
拳
）>
 

筋
肉
や
関
節
を
や
わ
ら
げ
る
と
同
時

に
、
精
神
の
安
定
に
も
役
立
ち
ま
す
。
 

各
自
の
身
体
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

6
月
2
4日
、
7
月
2
9日
の
毎
週
木
曜

日
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
（6
回
）
 

◇
講
師
 
石
岡
る
り
子
さ
ん
 

〈和
食
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
〉
 

●

6
月
2
8日
回
 
1
8時
3
0分
、
加
時
3
0分
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
講
師
 
古
川
勝
治
さ
ん
 

◇
定
員
 
3
0名
（
先
着
順
）
 

◇
受
講
料

（実
費
）
5
0
0
0
円
 

〈
お
菓子
作
り
教
室
〉
 

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
お
も
 
 

ち
類
を
作
り
ま
す
。
手
作
り
の
楽
し
さ

を
ど
う
ぞ
。
 

●

6
月
2
3日
困
 
9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分

◇
講
師
 
今
さ
か
え
さ
ん
 

第
3
8回
か
ん
ぽ
作
文
 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
 

五
所
川
原
郵
便

局
保
険
課
 

容
（3
4)
3
2
0
3
 

簡
易
保
険
制
度
を
小
・
中
学
生
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
テ

ー
マ
で

作
文
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
テ
ー
マ

（
次
のう
ち
い
ず
れ
か
）
 

・

課
題
A

「簡
易
保
険
に
関
係
が
あ
る

も
の
」
 

・

課
題
B
 
小
学
生
の
部
「
私
の
挑
戦
 

5
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
、
目
指
す
こ
と
、
」
 

・課
題
B
 
中
学
生
の
部

「
こと
ば
の

贈
り
物
ー
心
に
残
る

一
言
、
大
切
な

人
に
伝
え
た
い
こ
と
ば
な
ど
、
」
 

・

自
由
題
 
「
日
ごろ
、
考
え
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た

こ
と
な
ど
」
 

◇
原
稿
枚
数
 
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
枚
以
上
5
枚
以
内
 

◇
募
集
期
間
 
6
月
3
0日
困
ま
で
 

※
優
秀
作
品
に
は
、
郵
政
大
臣
賞
や
文

部
大
臣
奨
励
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
る
ほ

か
、
応
募
者
全
員
に
も
参
加
賞
が
贈

ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
電
話
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

r
 

《
 



身
体
障
害
者
の
 

無
料
巡
回
診
査
を
行
い
ま
す
 

市
福
祉
事
務
所
 
高
齢
福
祉
課
 

福
祉
係
 

内
線
5
4
ー
 

メ
ダ
力
の
情
報
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
 

囲
五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

合
（3
5)
4
0
4
9
 

早
朝
テ
ニ
ス
 

会
員
募
集
 

ポ
プ
ラ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
 

公
（3
5)
2
3
4
7
 

圃
昆
サ
 ロ 

ン
 

五所川原市役所 容35-2111 9 平成11年 6 月1日 

◇
対
象
者
 

①
身
体
障
害
者
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
た
め
、
診
査
を
必
要
と
す
る
者
。
 

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
等
級
の

変
更
を
必
要
と
す
る
者
。
 

③
補
装
具
の
交
付
、
再
交
付
又
は
修
理

を
必
要
と
す
る
者
。
（電
動
車
椅
子
、
 

モ
ジ
ュ
ラ
ー
、
人
工
喉
頭
は
除
く
）
 

④
そ
の
他
、
身
体
障
害
者
で
生
活
、
医

療
、
施
設
入
所
等
の
相
談
を
希
望
す

る
者
。
 

◇
診
査
科
目
及
び
日
程
、
場
所
 

・

内
部
障
害
 
6
月
1
8日
団
 

保
健
セ
ン
タ

ー
 

・

聴
覚
障
害
 
6
月
2
4日
困
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

・

肢
体
不
自
由
 
7
月
7
日
困
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
受
付
時
間
 

各
科
と
も
9
時
3
0分

、
1
1時
 

◇
注
意
す
る
こ
と
 

・

脳
卒
中
等
に
よ
る
障
害
の
者
は
、
発

病
後
3
ケ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

と
。
 

・

内
部
障
害
は
、
心
臓
・
呼
吸
器
障
害

の
み
 

・

呼
吸
器
障
害
の
手
帳
診
査
に
つ
い
て
 
 

は
、
動
脈
血
ガ
ス
検
査
を
必
要
と
す

る
場
合
や
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
判
定
を
行
わ
な
い
。
 

◇
受
診
者
の
持
参
資
料
 

健
康
保
険
証
、身
体
障
害
者
手
帳
（
所

持
者
の
み
）
、印
鑑
、
心
臓
・
呼吸
器

機
能
障
害
者
は
、
過
去
1
年
以
内
に

撮
影
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
 

立
侵
武
多
運
行
コ
ー
ス
 

工
事
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
9
ー
 

夏
の
立
侯
武
多
運
行
の
た
め
、
コ

ー
 

ス
と
な
る
中
心
市
街
地
の
電
柱
移
設
等

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
に
伴
う
騒
音

の
発
生
や
停
電
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
電
線
工
事
等
は
深
夜
 

・

早
朝
に
か
け
て
実
施
す
る
な
ど
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

一
6
月
3
0日
困
は
 

一
 

（
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

一
 

一
 
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
o
 

一
ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
一
 

一
い
る
方は
、
組
合
を
通
じ
て
納
め
ま
一

一
 
 
し
ょう
。
 

一
※
 
納
税
証明
書
は
車
検
証
と
一
緒

一
 
に
大切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

r濡
濃
農

凄
戸
濯
声
」
 

×
 

（
社
）
五
所川
原
青
年
会
議
所
で
は
8
 

月
に
メ
ダ
カ
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
メ
ダ
カ
の
生
息
状
況

を
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
具
体
的
な
生
息
場
所
の
情
報
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
乱
獲

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
秘
密
と
い
た

し
ま
す
。
 

女
性
の
た
め
の
 

電
気
教
室
 

東
北
電
力
閣
五
所
川
原
営
業
所
 

容
（
3
5)
2
1
5
ー
 

●

6
月
、
1
2月
ま
で
の
毎
月
第
3
木
曜
 

日

（8
月
を
除
く
）
1
0時

ー
1
2時
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

◇
募
集
人
員
 
2
0名
（
先
着
順
）
 

◇
内
容
 

・

6
月
1
7日
 
開
講
式
 

・

7
月
1
5日
 

電
気
料
金
の
仕
組
み
 
機
器
の
組
立
 

・

9
月
1
6日
 
施
設
見
学
会
 

1
0月
2
1日
 
住
宅
見
学
会
 
 

1
1月
1
8日
 
料
理
 

・

1
2月
1
6日
 

閉
校
式
 
お
菓
子
づ
く
り
 

※
参
加
費
用
と
し
て
、
各
カ
リ
キ
ュ
ー
フ
 

ム
に
お
け
る
材
料

・
器
材
代
が
か
か
 

り
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

暮
ら
し
の
 

移
動
相
談
 

青
森
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ

ー
 

容
（3
4)
32
0
5
 

専
門
家
が
無
料
で
暮
ら
し
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
移
動
相
談
室
を
開
催
し
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
2
4日
困
 
1
0時

、
1
5時

五
所
川
原
郵
便
局
会
議
室
 
2
階

◇
内
容
 

「法
律
・
介
護
」
に
関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

6
月
の
 

歩
こ
う
会
 

五
所
川
原
歩
け
歩
け
の
会
 

公
（3
5)1
6
6
6
・
藤
本
 

第
3
回
全

国
一
斉
 

ア
ル
コ
ロ
ジ
ー
大
会
困
 

立
侵
武
多
ウ
ォ

ー
ク
 

ノ
 

●

6
月
2
6日
田
 
9
時

、
1
2時
 

◇
コ
ー
ス
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
 

◇
内
容
 

・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 
3
キ
ロ
コ
ー
ス
 

・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 
1
万
歩
コ
ー
ス
 

・

初
心
者
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室

講
師
日

本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
学
会
会
員

◇
参
加
費
 

大
人
3
0
0
円
、
小
学
生
1
0
0
円

※
参
加
賞
と
し
て
記
念
バ
ッ
チ
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
 

◇
参
加
資
格
 
心
身
と
も
に
健
康
な
人

◇
申
込
方
法
 
当
日
受
付
。
た
だ
し
、
 

記
念
品
品
切
れ
の
場
合
は
自
由
参
加

と
な
り
ま
す
。
 

爽
や
か
な
早
朝
に
 

テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
 

●

1
0月
ま
で
の
毎
週
火
・
木
・
土

・
日
 

曜
日
 
6
時
1
8
時
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 
市
営
コ
ー
ト
 

◇
会
費
 
年
間
1
0
0
0
円
 

◇
対
象
 
経
験
の
あ
る
方
 

◇
申
込
方
法
 
コ
ー
ト
に
て
随
時
受
付
 

ー
ー
‘
  ×

 

イ 
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健

康
相
 

談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

ー

各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

l
 

●

6
月
7
日
回
 
1
0時
契
万

、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
飯
詰
 

●

6
月
8
日
因
 
1
0時

、
1
2時

幾
島
町
集
会
所
 

●

6
月
8
日
因
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

●

6
月
1
0日
困
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時
 
 

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

6
月
1
0日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

稲
実
集
会
所
 

●

6
月
1
0日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

種
井
集
会
所
 

●

6
月
1
1日
岡
 
1
2時
3
0分

、
1
4時

前
庖
集
会
所
 

●

6
月
1
4日
同
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

旭
町
集
会
所
 

●

6
月
1
5日
因
 
1
2時
釦
分、
1
3時
3
0分

婦
人
ホ
ー
ム
 ●

6
月
1
5日
因
 
1
1時

、
1
2時

共
栄
集
会
所
 

●

6
月
1
6日
困
 
1
3時

、
1
5時

新
宮
集
会
所
 

●

6
月
1
6日
困
 
1
3時

ー
1
5時

石
岡
保
健
協
力
員
宅
 

●

6
月
1
8日
岡
 
1
0時

ー
1
2時

小
曲
農
村
婦
人
の
家
 

●

6
月
1
8日
岡
 
1
0時
3
0分

5
1
2時

桜
田
集
会
所
 

●

6
月
1
8日
岡
 
1
3時

、
1
4時

平
町
公
民
館
 

●

6
月
1
8日
岡
 
1
1時

、
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

●

6
月
2
1日
同
 
1
2時
釦
分

、
1
3時
3
0分

坂
ノ
上
集
会
所
 

コ
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
 

ー
 

F
 

成
人
の
相
談
日
ー
 

●

6
月
9
日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

ー
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

6
月
2
5日
岡
 
1
3時

ー
1
4時
 

市
保
健
セ
ン
タ

1
 
3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 
「
食
事と
病
気
」
 

◇
講
師
 
西
北
中
央
病
院
 

工
藤
洋
子
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
、
市
民
保
健
協
議
会
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

6
月
8
日
因
 
1
0時

、
1
6時

市
役
所
前
 
お
ま
つ
り
広
場
 

●

6
月
2
2日
因
 
1
0時

、
1
1時
契
万

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川

※
五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
中
川
分

団
協
賛
 

●

6
月
2
2日
因
 
1
2時
3
0分
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1
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1
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エ
ル
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街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
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セ
ン
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2
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ェ
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ホ
ー
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◇
内
容
 

・

歯
科
健
診
及
び
歯
磨
き
指
導
（無
料
）
 

・

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ンク
ー
ル
 

・

妊
婦
さ
ん
の
無
料
相
談
コ
ー
ナ

ー
 

（
母子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

そ
の
他
、
歯
ブ
ラ
シ
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

※
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
大
歓
迎
（
わ

ん
ぱ
く
広
場
あ
り
）
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主
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青
森
県
歯
科
医
師
会
北
五
支
部
会

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
保

健
所
、青
森
県
看
護
協
会
北
五
支
部
、
 

北
五
学
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保
健
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難
病
患
者
医
療
相
談
 

の
お
知
ら
せ
 

●

①
6
月
1
8日
岡
 
②
8
月
2
7日
岡
 

③
1
0月
1
5日
岡
 各
日
と
も
受
付
時
 

間
 
1
4時

、
1
4時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
相
談
担
当
医
師
 

あ
お
も
り
協
立
病
院
内
科
医
長
 

柏
村
英
明
先
生
 

◇
対
象
者
 

・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
重
症
筋
無
力
症

な
ど
神
経
難
病
の
患
者
及
び
家
族
。
 

・

日
頃
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
き
、
手
足

の
し
び
れ
や
震
え
、
か
ら
だ
の
動
き

が
お
そ
い
、
細
か
い
動
作
が
で
き
に

く
い
等
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
方
。
 

◇
相
談
内
容
 

・
病
気
の
診
断
・
治
療
につ
い
て
 

・

病
気
、
症
状
に
つ
い
て
 

・

看
護
や
日
常
生
活
の
こ
と

◇
申
込
期
限
 

①
6
月
1
1日
岡
 
②
8
月
2
0日
岡
 

③
1
0月
8
日
岡
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

◇
申
込
先
 
五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
 

防
課
 
T
E
」
（3
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1
0
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◇
そ
の
他
 

・

服
薬
さ
れ
て
い
る
方
は
、
薬
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

第
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森
県
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保
健
福
祉
大
会
 

●

6
月
2
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岡
 
1
3時

ー
1
5時
4
5分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
対
象
 
一
般
県
民
、
精
神
保
健
福
祉
 

関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
方
 

◇
内
容
 

・

基
調
講
演
 

「精
神
保
健
福
祉
へ
の
展
望
 

、
2
1世
紀
へ
む
け
て
」
 

弘
前
大
学
医
学
部
 
兼
子
直
教
授
 

・

シ
ン
ポ
ジ
ュウ
ム
 

「
地域
精
神
保
健
福
祉
活
動
を
め
ぐ
 

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
」
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
間
い
合
わ
せ
 

県
立
精
神
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健
福
祉
セ
ン
タ
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図3 	食塩をとりすぎないように 
いいえ 	気をつけている 
14.3％ ーーー 

どちらとも 

31.9% 

はし、 

53.8% 

図4あまり食べない漬物を食べる 

10.6% 

皆さんは、健康寿命を延ばすためにどんな

生活をしていますか。 

市では、中高年の皆さんの健康づくりに役

立てて頂くために、コンピューターヘルス事

業を平成 7 年より行っています。これは、回

答いただいたデータをコンピューターで分析

し、その結果を個人の健康情報（アドバイス

付き） としてお届けするものです。 

これを機会に、あなたの健康ライフを振り

返ってみてください。 

※健康寿命・・・病気や障害を持たずに健康で生 

活できる期間 
	 , 

1）対象：40歳、45歳、50歳、60歳の方。 

（平成12年 3 月末までに当該年齢に達す 

る方）対象の方へは事前にハガキでご協 

力を依頼します。 対象者以外でも希望が 

あれば受診できます。 

2 ）方法： 「生活習慣ドック」 調査票による 

アンケート記入形式です。 地域の保健協 

力員（協力員のいない地域については町 

内会長）が配布及び回収をいたしますの 

で、ご協力お願いします。 

3 ）期間： 6 月 2 日困～ 6 月20日（日） 

4 ）内容：健康状態、食生活、噌好、運動、 

余暇、休養、人間関係、社会参加、スト 

レス等に関すること。 

5i）結果の連絡： 8 月末から 9 月上旬までに , 
本人宛に郵送します。 

あなたの健康ライフを応援しますノ 

コンビユーターヘルス事業（生活習慣ドツク）に 力を 
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20歳代 	30歳代 	40歳代 50歳代 	60歳代 	70歳以上 

■男（五所川原市）ロ男（全国平均値）2 女（五所川原市）ロ女（全国平均値） 

（点） 
100 

題 2 

- 88 

喜 44 多 j多 ' 380 46 

健康問題への関心度（男女別比較表） 

.41 彦管 556248 51r ,T42 

20歳代 	30歳代 	40歳代 	50歳代 	60歳代 	70歳以上 

園男（五所川原市）囲男（全国平均値）2女（五所川原市）口女（全国平均値）  

【平成10年度の結果】 

1）有効回数：2,007人（71.7%) 
うち男性39.8%、女性60.2％で年代別では50歳

代が41%, 40歳代が35.1%、 60歳代以上が6.1%, 
という順番となりました。 

2 ）健康観と健康問題への関心度 

① 健康観（図1）については、各年代とも全国

平均値に比べ高い値を示し、生活習慣を改善する

ことで健康になるという考えは多くの人がもって

いるようですが、健康問題への関心度（図 2 ）で

は、60歳代は全国平均値より高いのに比べ、他の

年代では低いという結果が出ました。 

※健康観…健康は主として体質的・遺伝的なこと

よりも、生活習慣により改善できると

考えている。 

② 食生活面では、 3 食規則正しく食べ、料理の

工夫等についても関心が高く、塩分摂取について

も食塩の取り過ぎに注意しているとの回答が53.8 
%（図 3 ）であるのに対し、漬け物をよく食べる

との回答が54.5％となっており、認識と行動のギ

ャップがイ司えます。 

【まとめ】 
全体的に見て、当市の60歳代は行動力が高く、 

元気があり、健康的な生活を送るために努力して

いる様子が伺えました。 40歳代は、健康ライフを

築きたいと考えながらも仕事に追われ、余裕が無

く、なかなか実践できかねているようです。 

七つの健康習慣、睡眠時間、禁煙、適性体重、 

適性飲酒、定期的運動、朝食の習慣、間食をしな

いことが健康寿命を延ばします。 

皆さんも、健康習慣に気を付けて、健康生活を

実践してみてください。 

11 平成11年 6 月1日 	五所川原市役所 ft35-2111 
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五所川原市食生活改善推進員会 
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欝議 
五所川原高等学校 
立侵武多製作実行委員会の皆さん 

材料（ 5 人分） 

木綿豆腐 	1009 

白玉粉 	759 

黒すりごま 	259 
三温糖 	359 

しょう油 	少々 

スキムミルク 259 

水 	 適量 

豆腐や胡麻をたっぷ

りとれるので、コレス

テロール低下、肝臓を

守る、若さを保つなど

の嬉しい効果が期待で

きます。胡麻の香りも

良いですね。 

ご家族みんなで、健

康おやつはいかがです

か。 

豆属の胡麻だれ団子 I 

五所川原高等学校（肴倉宏太校長）の生徒

達が、自分たちの立侵武多「不動明王像」~の

製作に取り組んでいます。 

製作のきっかけは、同校が今年創立70周年

を迎えるため、記念行事にこれからも残せる

ものをと生徒達が話し合ったこと。そこで立

侵武多を作ることが決まり、製作実行委員会

が発足されました。 

テーマとなった 「不動明王像」 は、 「立倭

武多の製作を、学行の伝統行事として不動の

ものにしたい」 との思いから採用され、下絵

は 3 年生の花田啓介くん（17）が手掛けました。 

完成すれば、高さ10メートルにもなる同校の

立倭武多は、文化祭 「五高祭」 の前夜祭が行 

， われる 7 月 9 日に駅前から旧ロータリーを、 

若さ溢れる唯子やハネトとともに運行されま

す。 

同会の会長を務めている、 3 年生の石岡裕

輔くん（17）は 「製作現場では、普段出来ない

ことができる。それに、今まで話したことが

なかった学校の人とも友達になれました。協

力して何かをやることは、とても楽しいです。 

それと、小ぶりだけどパワーは負けない僕た

ちの立倭武多も、夏まつりに参加させたい」 

と熱意を語ってくれました。 

「文
化
祭
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め

休
日
返
上
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
 

ー
ク
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
 

作り方 
①ボールに白玉粉と豆腐、スキムミルクを入れ混

ぜ合わせて、水で加減しながら耳たぶぐらいの

柔らかさにする。 

②①を丸めて、真中をつぶし沸謄した湯で茄でる

③すり鉢にすりごま、三温糖、しょう油、水を加

えてあんを作り、かける。 

料理のポイント 

・木綿豆腐の水気は＋分に切る。 

・ごまだれは一度火を通すと、とろみがでます 
	ろ 

救急医療当番医 

用日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

6
/
6
 

 
日
  

清水クリニック 五所I順市字鎌谷町103- 1 35-3663 

叫
  

日
  

安斎レデイスクリニック 五所I順市字一ッ谷148 33-1103 

I
ノ

一
 

n
ノ
〕
  6

  
日
  

桂整形外科医院 五所I順市字弥生叩6-1 34-3737 

※注 1．対応時間 9:QO-17:OO。（電話で確認してから） 

2，その他、消防署（救急病院案内 廿34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線 237 
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